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３
月
３
日
、
４
日
、
５
日

の
本
会
議
で
は
、
17
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市

の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
日
に
は
追
加
提

案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
言
者
と
質
問
項
目
の
一

覧
は
下
段
に
、
主
な
内
容
は

４
面
か
ら
６
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
本
会

議
の
録
画
映
像
を

ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

中　川　夏　望（市民の会）
①明石港東外港地区の再開発　②医療的ケア児
等に対する支援の拡充
宮　坂　祐　太（明石かがやきネット）
①都市構造再編集中支援事業
中　村　茂　雄（明石維新の会）
①子どもの育ちのためのスポーツ活動及び小学
生の体力向上　②市政運営に関わる働き方
三　好　　　宏（自由民主党明石）
①地方独立行政法人明石市立市民病院の今後 　
②明石市公設地方卸売市場に関する調査報告書
と今後の在り方検討　③野々池貯水池の跡地利
用と林崎掘割水路の今後
国　出　拓　志（公明党）
①市内の全小中学校の教室に内線機を設置しな
いか　②救急安心センター事業（♯７１１９）　
③市役所食堂
辻　本　達　也（日本共産党）
①令和７年度施政方針　②明石川のＰＦＡＳ汚染　
③国民健康保険料率の引き上げ
中　西　礼　皇（対話の会あかし）
①市民参画の取組　②ごみの減量・リサイクル
の取組
家根谷　敦　子（スマイル会）
①手話言語・障害者コミュニケーション条例 　
②旧優生保護法被害者支援条例に基づく取組の
推進
黒　田　智　子（市民の会）
①（仮称）「あかし版こども計画」の策定　②就
学前後のしんどさを楽にする取組　③対話と共
創の第２ステージに向けた具体的な取組
林　　　丸　美（明石かがやきネット）
①アートを生かしたまちづくり　②こどもの居
場所・遊び場
正　木　克　幸（明石維新の会）
①本市における産官学連動の医療体制の充実 　
②本市技術職員の拡充及びＯＪＴ要素を含んだ
ジョブローテーションの在り方　
出　雲　有希子（自由民主党明石）
①パート・アルバイト職員の給与計算方法　
②ごみ減量化における本市のリサイクル・リユ
ース　③上下水道事業
長　尾　博　子（公明党）
①高齢者が地域で安全で安心して暮らせる取組
山　下　　　祥（市民の会）
①にぎわいのあるまちづくりに向けた新年度の
取組
石　井　宏　法（自由民主党明石）
①明石市の財政見通し　②環境と経済の好循環
のまちづくり
飯　田　伸　子（公明党）
①女性の活躍推進のためにさらなるデジタル人
材の育成を　②「本のまち」推進の取組
金　尾　良　信（市民の会）
①障害者が災害時に障害特性を踏まえた適切な
支援を受けられるように　②住みなれた地域で
安全安心に暮らせる環境づくり
3月12日質疑
辻　本　達　也（日本共産党）
◎議案第35号　明石市役所新庁舎建設工事請
負契約のこと

発　言　者　一　覧
−発言順−（　）は会派名

問　
明
石
港
東
外
港
地
区
の

再
開
発
は
、
県
と
の
連
携

が
不
可
欠
だ
が
、
本
市
の

問　
令
和
７
年
度
当
初
予
算

案
に
関
連
し
て
示
さ
れ
た

今
後
の
収
支
見
込
み
に
よ

る
と
、
財
政
の
持
続
可
能

性
に
懸
念
が
残
る
。
今
後

の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

本
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
７
年
度
当
初
予
算
案
は
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

見
据
え
な
が
ら
必
要
な
施

問　
本
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
、
都
市
構
造
再

編
集
中
支
援
事
業
の
活
用

に
よ
る
財
政
負
担
軽
減
額

と
今
後
の
活
用
方
針
は
。

答　
本
事
業
は
、
持
続
可
能

な
都
市
構
造
へ
の
再
構
築

策
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
創

意
工
夫
し
て
編
成
し
、
基

金
の
確
保
や
財
政
指
標
な

	

ど
は
健
全
な
水
準
を
維
持

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
11
年
度
ご
ろ
ま

で
赤
字
と
黒
字
を
繰
り
返

し
、
長
期
的
に
は
歳
出
が

歳
入
を
上
回
る
と
見
込
ん

を
目
指
し
人
口
減
少
社
会

に
対
応
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
実
現
の
た
め
に

策
定
す
る
立
地
適
正
化
計

画
に
基
づ
き
、
公
共
公
益

施
設
の
整
備
な
ど
の
取
り

組
み
に
対
し
国
が
支
援
を

行
う
補
助
事
業
で
あ
る
。

本
市
は
令
和
５
年
に
同
計

画
を
公
表
し
て
お
り
、
現

在
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
い
る
明
石
駅
周
辺
地
区

と
西
明
石
駅
南
地
区
は
本

事
業
の
活
用
が
可
能
で
あ

る
。
同
計
画
を
策
定
し
な

い
場
合
に
比
べ
、
明
石
駅

周
辺
地
区
で
約
２
億
６
千

万
円
、
西
明
石
駅
南
地
区

で
約
５
億
９
千
万
円
の
財

政
負
担
の
軽
減
が
見
込
ま

れ
る
。

	

　
今
後
、
ま
ち
づ
く
り
に

係
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
る
際
は
、
本
事
業
の
適

用
可
否
に
つ
い
て
し
っ
か

り
検
討
し
、
財
政
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

	

で
い
る
。
財
政
運
営
上
の

観
点
か
ら
も
人
口
の
維
持・

	

増
加
は
重
要
で
あ
る
。
７

年
度
に
策
定
予
定
の
あ
か

し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
後
期
戦
略
計

画
の
中
で
結
婚
や
出
産
を

望
む
人
の
環
境
を
整
え
出

	

生
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、

地
域
産
業
の
活
性
化
を
通

じ
て
働
く
場
所
を
確
保
す

る
な
ど
、
全
て
の
人
に
も

	

っ
と
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
選
ば
れ

る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
し

	

っ
か
り
検
討
し
て
い
く
。

見
解
を
問
う
。

答　
県
が
策
定
し
た
明
石
港

東
外
港
地
区
再
開
発
計
画

は
、
本
市
の
関
連
計
画
や

市
民
意
見
を
踏
ま
え
、
土

地
利
用
の
基
本
的
な

方
向
性
と
し
て
、
中

心
市
街
地
の
南
の
拠

	

点
を
形
成
し
、
回
遊

性
を
高
め
る
こ
と
に

よ
り
、
中
心
市
街
地

の
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ

い
創
出
を
図
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。

市
は
、
再
開
発
計
画

の
内
容
を
基
本
に
引

き
続
き
、
県
と
一
体
と
な 

っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

	
　
ま
た
、
明
石
港
東
外
港

地
区
と
現
庁
舎
跡
地
と
の

一
体
的
な
土
地
利
用
に
向

け
、
令
和
７
年
度
か
ら
県

と
の
共
同
事
業
と
し
て
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
暫
定

利
用
の
実
施
を
検
討
し
て

い
る
。
暫
定
利
用
は
、
再

開
発
計
画
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
で
あ
り
、
こ

の
結
果
も
踏
ま
え
、
本
格

的
な
開
発
の
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
、引
き
続
き
、

県
と
し
っ
か
り
連
携
し
て

い
く
。

問　
外
見
か
ら
障
害
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
に
く
い
人

が
、
災
害
時
に
障
害
特
性

を
踏
ま
え
た
適
切
な
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
平
時

の
取
り
組
み
が
大
切
と
考

え
る
。
市
の
見
解
は
。

答　
災
害
時
は
、
市
の
公
助

は
も
と
よ
り
、
自
分
や
家

問　
特
殊
詐
欺
の
防
止
対
策

に
つ
い
て
、
自
動
録
音
電

話
機
の
購
入
補
助
事
業
の

状
況
と
市
の
取
り
組
み
は
。

答　
県
補
助
金
を
活
用
し
た

本
事
業
は
、
希
望
す
る
全

て
の
世
帯
が
補
助
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
広
報
し
た
結

果
、
県
内
２
位
の
２
０
５

９
件
の
申
請
が
あ
っ
た
が
、

県
補
助
の
終
了
に
伴
い
本

市
も
事
業
を
終
了
し
、
継

続
実
施
の
予
定
は
な
い
。

	

　
市
は
特
殊
詐
欺
の
防
止

策
と
し
て
、
犯
罪
の
状
況

や
手
口
、
対
策
等
を
さ
ま

ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ
て
発

信
し
て
い
る
。

	

　
令
和
７
年
度
は
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
本

市
、
明
石
警
察
署
、
市
内

金
融
機
関
が
連
携
し
、
犯

罪
が
あ
っ
た
場
合
の
早
期

対
応
策
と
し
て
、
出
金
時

に
市
内
金
融
機
関
が
利
用

者
に
注
意
喚
起
を
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
調
整
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。　

	

　
今
後
も
高
齢
者
を
は
じ

め
全
て
の
市
民
が
特
殊
詐

欺
を
自
分
事
と
し
て
関
心

を
持
つ
よ
う
啓
発
し
、
特

殊
詐
欺
被
害
の
撲
滅
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

族
を
自
ら
守
る
自
助
と
、

近
隣
や
地
域
に
よ
る
共
助

が
大
変
重
要
と
な
る
。

	

　
聴
覚
・
知
的
・
精
神
障

害
者
は
、
障
害
が
あ
る
こ

と
の
判
断
が
外
見
か
ら
は

難
し
い
た
め
、
明
石
市
民

生
児
童
委
員
協
議
会
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

登
録
者
を
対
象
に
、

支
援
が
必
要
な
こ
と

を
伝
え
る
要
支
援
意

思
表
示
タ
オ
ル
を
配

布
し
て
い
る
。

	

　
ま
た
、
災
害
時
に

近
隣
の
高
齢
者
・
障

害
者
に
声
を
掛
け
、

必
要
に
応
じ
て
一
緒

に
避
難
し
て
く
れ
る

ひ
な
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、
約
２
７
０
人
が
研
修

を
受
講
し
て
い
る
。

	

　
今
後
も
個
別
避
難
計
画

の
作
成
等
を
行
う
中
で
障

害
当
事
者
の
意
見
を
聞
き
、

安
心
し
て
避
難
し
、
生
活

で
き
る
方
法
を
検
討
す
る
。

令
和
７
年
度
当
初
予
算

　
　
限
ら
れ
た
財
源
を
創
意
工
夫
し

　
　
　
も
っ
と
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ

明
石
駅
・
西
明
石
駅
周
辺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し

　
　
　
　
　
　 

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る

災害時の障害者支援
個別避難計画の作成により

障害特性に応じた支援へ

特殊詐欺の防止対策
警察や金融機関と連携し
注意喚起システムを構築

中心市街地の南の拠点形成

明石港東外港地区の再開発
県と連携し にぎわい創出を

現庁舎跡地との一体的な土地利用を

希望者に要支援意思表示タオルを配布




